
 

市沼中保健室 

 

R3.2.19 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立春が過ぎ、暦の上では春です。テレビのコマーシャルでは桜の花をバッ

クにしたものや春にちなんだものが増えたように感じます。 

 今年はインフルエンザの流行より新型コロナウイルスの感染の方が心配で

す。今季のインフルエンザは今のところ流行していません。新型コロナウイ

ルス感染症対策で手洗い・マスク着用・3 密を避けることを心がけているの

で、結果的にインフルエンザの流行を防ぐことができています。これからも

感染症予防を続けていきましょう。 

 

2 月の保健目標 

心の健康について考えよう 

～心と体はつながっています～ 

 心は目に見えません。でも心が疲れてく

ると、「気がついて！」とサインを送りま

す。それが、体の症状です。 

 

💛こんな体の症状には注意しよう 

□お腹が痛い □頭が痛い  

□食欲がない □イライラする  

□眠れない □だるい 

□落ち着かない □集中できない 

□やる気が出ない □人と会うのが面倒 

 

うれしい、悲しい、悔しい、楽しい。皆

さんの毎日にはいろいろな気持ちがいっ

ぱいだと思います。どれも大切な気持ち。

アンガーマネジメントでもやりましたね。

でももし体にサインが現れたときは、誰か

に話をしてみましょう。心が知らない間に

元気をなくしているかもしれません。 

 



コロナ禍のコミュニケーション 
 新型コロナウイルス感染症を予防するため「3 密を避けた」生活を 1 年近く続けています。学校生活

で密を避けた生活はなかなか大変ですね。友達と楽しく話す場面やスポーツ（体育や運動部）の中でハ

イタッチをする場面等、人と触れ合うことがよくあると思います。コロナ禍で気をつけていることはあ

りますか？  

「密を避けること」と「コミュニケーションをとること」を両立させることは

難しいなと感じます。けれど、今どきのコミュニケーション方法がありますよね。

話をするときはマスク着用。対面するときは１ｍ以上のディスタンス。エアタ

ッチや肘タッチや足タッチなど。他にもよいコミュニケーション方法があった

ら教えてください。 

SNS の発達やコロナ禍の影響で人と人との関りが薄れていると言われる中、人

と人とのつながりは顔を合わせることが大切だと思います。人とかかわることを

恐れずにコミュケーション力をつける場として学校生活を楽しんでほしいです。 

 


